
一橋大学大学院
国際企業戦略研究科教授

名和 孝司氏

アビームコンサルティング株式会社
NPO法人経済人コー円卓会議日本委員会

共催セミナー

2017年

第1回 6 / 12 (月)

第2回 7 / 10 (月)

両 日 15:30 – 17:00

（15:15より受付開始）

会 場 大手町サンスカイルーム
27階D室

参加費
無料

対象 / 企業の経営幹部
経営企画、広報IR部、リスクマネジメント部、
CSR/CSV推進部の担当役員および部門責任者の皆様

定員 / 90名 ※先着順

申込方法 / 下記いずれかの方法でお申込みください。
（全2回分、同時申込となります）

①申し込み用ウェブサイトからのお申込み:
上記リンクから開いていただくか、以下URLをご入力ください。
https://business.form-mailer.jp/fms/33c4f52157190

②メールでのお申込み:
info@crt-japan.jp宛に、会社名・部署名・氏名・メールアドレス・
連絡先お電話番号をご連絡ください。

会場所在地 / 〒100-0004

東京都千代田区大手町2丁目6番1号
朝日生命大手町ビル27階D室

アクセス / JR東京駅八重洲北口側日本橋口徒歩1分
地下鉄東京駅または大手町駅B6出口

当日受付のご案内
• お名刺をご持参の上、直接27階までお越しいただき、

セミナー専用受付カウンターで受付をお済ませください。
• 受付は15:15より開始いたします。

登壇者

アビームコンサルティング株式会社
戦略ビジネスユニット プリンシパル

佐久間 隆介

2002年アビームコンサルティングに入社。
経営制度（組織）改革、業務プロセス改革、基幹システム
導入、内部監査支援等のプロジェクトを推進。サステナブル経
営支援サービスを統括。

6/12(月）第1回 「リスクマネジメント編」

VUCAの波を勝ち抜き 価値共創を実現するために
日本企業は何をすべきでしょうか

社会・経済環境の急激な変化の中、企業は社会的インパクトの把握、新規
プロダクトや事業の創出・価値共創、グローバルメガスポーツイベントなどを契機
とした各種スタンダードの適用など、多種多様な対応を求められています。

このような中で、日本企業らしさや企業理念を生かしながら、変化に適応し
持続的な成長を遂げるためには、企業はいかに対応すべきでしょうか？
本セミナーではこの問いに応えるべく、問題点と処方箋を解説します。

ANAホールディングス株式会社
コーポレートブランド・CSR推進部

マネージャー

杉本 茂氏

アビームコンサルティング株式会社
戦略ビジネスユニット プリンシパル

斎藤 岳

コンサルティングファームを経て、2001年に入社。
総合商社、情報通信業、サービス業、製造業、小売・卸業、
独立行政法人といった幅広い業種に対し、戦略策定および戦
略実現支援のコンサルティング・プロジェクトを実施。

近年最も注目されているHuman Rightsリスクをいかに管理すべきか？

 「正当性が担保されるリスクアセスメントとは何か」
講演 （アビームコンサルティング㈱ 佐久間隆介）

（CRT日本委員会 事務局長 石田寛）

 「人権Due Diligenceの取組みについて（仮題）」
事例紹介 （ANAホールディングス㈱ 杉本茂氏）

グローバルに認められ、成果に繋がりやすいリスクインパクトアセスメント方法を解説

本アセスメントの実施経緯、社内外における取り組みを紹介

7/10(月）第2回 「イノベーション編」

変化を機会と捉え、いかに次なる新しい価値創造に繋げるべきか？

 「日本企業生き残りのためのJ-CSV経営」
講演 （一橋大学大学院 名和孝司教授）

 「社会的価値と経済的価値の両方を生み出す新規事業開発術」
講演 （アビームコンサルティング㈱ 斎藤岳 ）

日本企業の活路となる経営戦略J-CSV経営の実践方法を解説

経済的価値・社会的価値の両立を目指した新規事業開発方法を解説

1980年東京大学法学部卒業後、三菱商事入社、東京と
ニューヨークで勤務。ハーバード大学院卒業（日本人二人目の
ベーカースカラー）後、マッキンゼーに入社、ディレクターとして、ア
ジア地区の自動車・製造業セクターのリーダー、日本支社のハイ
テクセクターのリーダーなどを歴任。2010年6月より現職、CSV
フォーラムを主宰。ファーストリテイリング、デンソー、味の素等、
多くの企業の社外取締役やアドバイザーを兼務。「成長企業の
法則」（ディスカヴァー・トゥェンティワン）、「CSV経営戦略」
（東洋経済新報社）
「学習優位の経営」（ダイヤモンド社）など著書多数。

同志社大学法学部卒業後、1997年に全日本空輸
（ANA）に入社。
空港での接客、パイロットの訓練審査の企画、
グループ会社の外国人パイロットのマネジメント、
グループの労務政策の設定等の部署を経て、
2014年よりCSRを担当。同年より方針の策定や
デューディリジェンスの実施、有識者とのダイアログ等、ANAグ
ループにおける人権の諸取組みを担当する。
2007年から2009年まで、財務省研究員。2009年からは、
中小企業診断士として、企業の経営コンサルティングにも従事。
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